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業績予想値と実績値との差異（上⽅修正）及び特別損失の計上（毎四半期計上のソフトウエア開発コ
スト）に関するお知らせ

 当社は、2024年7⽉12⽇に公表しました2025年2⽉期の連結業績予想数値と、本⽇公表した実績値
との間に差異が⽣じましたのでお知らせいたします。また、2025年2⽉期(2024年3⽉1⽇~2025年2⽉
28⽇)において、下記の通り特別損失を計上いたしましたので、併せてお知らせいたします。

１．業績予想値と実績との差異に関するお知らせ
(１)2025年2⽉期通期連結業績予想数値と実績値との差異(2024年3⽉1⽇~2025年2⽉28⽇)

取 扱 ⾼ 営 業 収 益 調 整 後
EBITDA

営 業 利 益 経 常 利 益 親会社株主
に帰属する
当期純利益

１株当たり
連結当期純
利 益

前回発表予想(A) （百万円）
14,417

（百万円）
9,724

（百万円）
435

（百万円）
600

（百万円）
550

（百万円）
50~100

（円 銭）
5.4~10.8

実績値(B) 14,343 9,781 1,044 1,227 1,211 477 22.83

増減額(B-A) △73 57 609 627 661 377~427 12.03~17.43

増減率(%) -0.5% 0.6% 140.1% 104.5% 120.2% 377%~
854%

111.4%~
322.8%

(参考)前期連結実
績(2024年2⽉期)

13,106 8,968 1,040 △59 112 △12,635 △1,404.57

(３)差異の理由
 連結取扱⾼及び営業収益は概ね想定通りの着地となりましたが、海外ENS事業において⽣産性改善
が着実に進み⼈件費が想定よりも抑制されたこと、また、国内ENS事業において、来期を⾒据えた採
⽤を加速しながらも海外エキスパート向け販促戦略を⾒直したことや、営業費⽤が想定より抑制され
たことにより、営業利益等が想定を超過しました。
 以上の結果、調整後EBITDA、営業利益、経常利益、当期純利益が業績予想よりも上振れる結果と
なりました。なお、当社では、収益及び費⽤の⾒通し並びに税⾦等の⾒積りに基づき業績予想を検討
しております。今般、決算値を取りまとめたところ、業績予想との差異が明らかとなったため、当該
差異を開⽰することとしております。

２．特別損失の計上
 当社は、当社の連結⼦会社であるColeman Research Group, Inc.(以下、Coleman社)が当社とと
もに⾏っている顧客及びエキスパート向けのソフトウェアの開発に係る費⽤のうち、⽶国会計基準に
基づいて資産(ソフトウエア)に計上する必要があると認められる⾦額について、資産(ソフトウェア)
に計上したのち、当該資産計上額をColeman社の業績動向等を踏まえて減損損失として計上してお



ります。これにより、当四半期連結会計期間(2024年12⽉1⽇~2025年2⽉28⽇)において減損損失を約
69百万円計上しております。
 なお、この特別損失は、2024年７⽉に公表した業績予想において本件減損損失はすでに織り込ま
れておりますので、当期の連結業績予想に与える影響はありません。
 また、今後も事業成⻑のためにソフトウエア開発を⾏う⽅針であるため、これに関連する開発費⽤
は今後も⽣じると⾒込んでおります。
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